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本日の報告内容

１．会社概況

２．農場概況

３．平成２８年の成績と直近の成績

４．飼育管理について
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宮崎くみあいチキンフーズ株式会社

事業所 ・孵化場 ・処理場（日向、高鍋、都城）
・食品工場 ・家畜診療所

年間出荷羽数

・一般鶏（国産若どり） ２８，３３１千羽
・銘柄鶏（はまゆうどり） ２，８９９千羽

飼料会社

雛導入先 ・自社 ・有限会社 竹下種鶏孵化場
・株式会社 森孵卵場 ・株式会社 山形種鶏場

・南日本くみあい飼料株式会社

（平成２８年度実績）
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合計 １３５戸 ６１３棟

（平成２８年４月現在）
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宮崎県小林市
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１号
２号

３号
１、２号舎より1段高い場所
にある。

Ａ農場



５号

３号舎の上の段にあり、
更に上の段に、５、６号がある。

６号

４号

Ｂ農場



鶏舎サイズ

１号 ９．５ｍ×６５ｍ＝６１７．５㎡（１８７坪） 昭和５２年築

２号 ９．５ｍ×６５ｍ＝６１７．５㎡（１８７坪） 昭和５２年築

３号 ９．５ｍ×６５ｍ＝６１７．５㎡（１８７坪） 昭和５２年築

４号 １０．５ｍ×６３ｍ＝６６１．５㎡（２００坪） 平成１１年築

５号 ９．５ｍ×７２ｍ＝６８４．０㎡（２０７坪） 平成１４年築

６号 ９．５ｍ×６９ｍ＝６５５．５㎡（１９８坪） 平成１４年築
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平成２８年の出荷成績
出荷日 餌付羽数 商品化

羽数

平均

日令

商品化率 体重 要求率 生産指数

２／８
９

35,700 34,815 51.8 97.52 3.221 1.775 341.6

４／１９

２０
35,700 35,152 48.8 98.46 3.100 1.697 368.5

６／２８
35,700 34,811 49.0 97.51 3.081 1.837 333.8

８／３１

９／１
34,275 33,332 48.7 97.25 3.107 1.757 353.2

１１／８

９
35,700 34,907 51.9 97.78 3.290 1.785 347.4

合計
177,075 174,077 50.0 97.71 3.160 1.770 348.8

直近の出荷成績

８／１２
１３

35,640 31,882 48.3 97.68 3.192 1.749 368.8
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飼育管理について

① 鶏舎設備

② 入雛までの流れ

③ 餌付け～２０日令頃の配置

④ 夏場対策

⑤ 冬場対策

⑥ 排気ファンの使用方法

⑦ 温度管理

⑧ 点灯管理

⑨ 床面管理

⑩ 管理ポイントのまとめ



①鶏舎設備（鶏舎内立面図）

パンフィーダー

ニップル

ファン

ファン

ファン

餌付け時と冬場の
舎内攪拌用ファン

中カーテン



①鶏舎設備（給餌、給水、ブルーダー）

給餌器：パンフィーダー １８４個 ６２羽／個
給水器：ニップル １，０７６個 １１羽／個

（ウｵーターカップ付き）
ブルーダー：２，０００羽用 ７台

１，０００羽用 １台

ブルーダー

ニップル パンフィーダー



①鶏舎設備（ファン）

ファンの位置
５０ｃｍファン１ｍファン

５０ｃｍ

１ｍ
ユーロム

跳ね上げ戸

１ｍファン ７台
５０㎝ファン ７台
上部撹拌ファン ２台

上部撹拌ファン

正面 妻面



スライド式の１ｍファン



入気側



②入雛までの流れ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４日
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注意点：水洗い、消毒後の乾燥はしっかり行う！

の
こ
屑

消
毒

入
雛



餌付け時と冬場の
舎内攪拌用ファン

③餌付け時の配置（鶏舎内立面図）

冬場は、中央ガードと
入り口側ガードの所に
ビニールカーテン側の
電動カーテンで仕切る

チックガード
２５ｃｍ

敷紙

ブルーダー下の敷料（のこくず）に
散水し湿度を取る

冬場用ビニール 中カーテン



③餌付け～５・６日令の配置（平面図）

入
り
口

約２０ｍ

１. 縦中央で半分にしきり南側にて餌付けを行う。
２. 中央ニップルの下には、紙を敷き撒き餌を行う。

チックガード

敷紙（とける紙）

ブルーダー 中カーテン

農ポリ



③６日令～２０日令頃の配置（平面図）

入
り
口

約２０ｍ

１. 中央ガードを取り除き、北側に拡張する。
２. 入り口側に徐々にガード拡張していく。

チックガード

ブルーダー 中カーテン



③２０日令以降の配置（平面図）

入
り
口

１. 入り口側は、農ポリを撤去し拡張が終了。
２. 排気側の農ポリは、換羽が終了してから撤去していく。



入雛レイアウト

間仕切りとチックガードを使用している。



中カーテン
電動モーターを使用

中カーテン収納時



④夏場対策
１．カーテンを締め妻側ファンを回す。（縦型換気）

２．舎内のファンを全て動かす。
（角度は、内側に少し向ける。インバーターを使用）

３．細霧装置の作動。
（制御は、温度センサーとサイクルタイマーを併用）

４．鶏舎入り口と、鶏舎と鶏舎の間の屋根に寒冷紗を
渡し影を作る

５. ビタミン剤、重曹を使用。



④夏場対策

１. 細霧装置は、日令を問わず状況に応じて使用
していく。
出荷前の設定温度は２６℃で、タイマー設定で４分回
し１分 休みにしている。猛暑の時は、連続運転も行う。

注意点：床面を濡らさないように意識している！

２．５ｍ

２．５ｍ





寒冷紗に水をかける様、細霧
装置を設置している。





⑤冬場の対策

餌付けからしばらくは、上部ファン①②を使用し、上部の
暖かい空気を落とし撹拌を行う。

① ②

① ②



上部に取り付けられた上部撹拌用のファン



⑤冬場の対策

３～４日令から上部排気ファン③④を使用し排気を行う。
操作は、タイマー制御で行う（３時間置きに１５分）
２０日令頃まで使用

③ ④



入気側の上部排気ファン



①②

⑤冬場の対策

③ ④

舎内の５０ｃｍファンをやや上向きにし、①→④の

順番で舎内撹拌を多くする。排気は両サイドに抜
いていく。

注意点：鶏に風を直接当てない！



可動式５０ｃｍファン



⑤冬場の対策

１. 後半では、舎内の１ｍファンを水平方向にし順送で
送り出す。

２. 妻側のファンも外気温、日令、体重に応じて徐々に
使用していく。



日令と外気温に合わせて排気ファンを追加していく。
排気ファンを回す順番①→⑦
（温度センサー制御とタイマー制御）

②

④ ⑤
⑥

③
①

⑥排気ファンの使用方法

注意点：冬場は、温度
センサーだけでは、十
分な換気が行えない！

⑦



排気ファン



⑦温度管理

１. 餌付け時
室内温度 ３３度 床面温度 ２８～３０度
湿度 ６５～７０％位になるように

２. 換羽終了までは、最低温度（２５℃以上）を重視し管
理を行う。

３. ５週令以降は、鶏の状況（広がり、表情）を見ながら
管理行う。



⑧点灯管理

１. 餌付け～７日令まで ２４時間点灯し舎内を
明るくしておく。

２. ８日令～出荷まで 昼：自然日長で飼育。
夜：舎内が薄暗い程度に

調光機で調整する。

※夜間は、２時間の消灯管理を実施している。
（出荷５日前に消灯管理は終了）



⑨床面（敷き料）管理

１. ニップルの下の山は、横に移動し平らにする。

２. 湿った場所には、消石灰を撒きその上からのこ
屑（目の細かい）を撒く。

注意点：床を悪くすると、鶏
病等の発生率が上がってし
まう。



床面用ののこ屑 床直し用ののこ屑

⑨床面（敷き料）管理



⑩管理ポイントのまとめ

・水洗い、消毒後は乾燥をしっかり行う！

・温度の確保！餌付時は、湿度も意識する！

・床面は、濡らさない！

・鶏病の早期発見、速効対応！

・鶏の広がりや表情は、常に注意して見る！

・ファンやポンプ、給餌器の点検をこまめに行う！

良い鶏を飼育し、成績の向上を目指す！！



ご清聴、誠にありがとうございました。

小林市須木 ままこ滝


